
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業番号 108

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（防衛省）

対策の柱立て（大区分） Ⅰ．復興・防災対策

担当部局 経理装備局

対策の柱立て（中区分）
２．事前防災・減災のための国土強靭（じん）化の推進、災害への対応体
制の強化等

対策の柱立て（小区分①） （４）大規模な災害等への対応体制の強化

担当課 会計課

対策の柱立て（小区分②）

対策における施策の名称 警察、消防、自衛隊の災害等への対応能力の強化

（事業名） 自衛隊の災害等への対応能力の強化 新規/既存 ■新規　　　□既存

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

平成24年度補正予算額 ９３２億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

　　　　一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

　　大規模災害等の各種事態発生時に、自衛隊部隊の円滑な通信を確保するとともに、被災者の救出・救助や物資
輸送、現地状況の偵察、生活支援等の活動を長期にわたり実施するために必要な各種装備品や資機材を整備

　  ・  野外通信システムの整備
　　・　輸送ヘリコプター（CH-47JA）、救難ヘリコプター（UH-60J）、掃海・輸送(MCH-101）等の整備
　　・　装輪車両（各種トラック、オートバイ等）の整備
　　・　災害派遣用個人装備品（災害派遣用被服等）の整備
　　・　営内隊員用備品（洗濯機、アイロン等）の整備

実施方法 　■直接実施　　　□委託・請負　　　　□補助金　　　　□負担金　　　　□交付金　　　　□貸付金　　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

平成２５年６月までに、民間企業等との契約１００％を目標

 ・ 野外通信システム１２式ほかの整備により、大規模災害等への対処時における自衛隊部隊の情報通信能力の
    向上を図る。
 ・ 輸送ヘリコプター、トラック等の整備により、自衛隊部隊による捜索、救助や救援物資輸送等の能力向上を図る。
 ・ 野外通信システムにおいて、全体契約額７３１億のうち製造の進捗に応じて必要となる４５１億の前金支払を目標。

執行早期化のために
講じている工夫

　　国庫債務負担行為における前金支払額の増加、早期執行に関する大臣指示の発出

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

http://www.mod.go.jp/j/yosan/2012/hoseiyosanan.pdf

国 

民間企業等 

【進捗ステップのイメージ図】 

実施済 

○ 契約件数５６６件のうち５６６件について契約済み（平成25年6月1日現在） 
 

http://www.mod.go.jp/j/yosan/2012/hoseiyosanan.pdf

